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授業動画を撮影しよう

埼玉県立総合教育センター

１．機材について
２．撮影の手法について
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１．機材について
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①「カメラ」・・・必要
家電量販店等で販売されているビデオカメラ・デジタルカメラでよい
タブレット端末のカメラでもよい
※黒板やホワイトボードの文字が読める画質か確認する

１．機材について
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②「三脚」・・・・あったほうがよい
撮影時に画面がぶれると視聴する際に字が読みにくい
※ビデオカメラを固定できるため１人で撮影しやすい

③「マイク」・・・なくてもよい
教室等の広い場所で撮影する場合は「ピンマイク」がよい

④「ライト」・・・なくてもよい
教室等の広い場所で撮影する場合は光量不足で暗くなりやすい
⇒ ビデオカメラの設定で明るさを上げると改善できる

※ホワイトボードの文字が見えづらくないか確認する

ピンマイク 利 点 欠 点

あり
授業者に動きがあっても均一
に音を録音できる

ビデオカメラの映像とピンマイクの音を合わせるための編集が必要になる

なし 購入費用が掛からない
授業者の声が部屋内で反響してしまうためイヤホンで授業を視聴すると
反響音が気になる

ピンマイクについて



２．撮影の手法について
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①「機材の動作確認」・・・最初の挨拶だけを撮影（１分程度）して画質や音の確認をする
※すべて撮り終えてからの文字が読めない・音が聞こえないトラブルを回避できる

②「演出」・・・どのタイミングで動画を止めても板書内容が見られるように極力自分は写らない
※限定公開の場合は視聴者が自校の生徒に限られているので、先生が出演した方が生徒にとって
親しみがもてる場合が多い

板書の画像やプレゼンテーションソフトのスライドに声を録音するだけでもよい

③「編集」・・・授業をよりリアルに感じてもらうために編集はしなくてよい
※撮影中に解説等をミスしてしまった場合は最初からすべて撮り直す

２．撮影の手法について

5

ライトを黒板やホワイトボード
に直接照射すると光が映り込
むため、天井等に光を照射し
た間接光がよい。

カメラマンの先生が生徒役に
なって授業撮影中に質問する
掛け合いがあると他の授業
動画との差別化ができる。

天 井


